
(４)m２０１０年（平成２２年）６月６日（日曜日）昌副錐斤胞緊1寡==lコ

　
国
際
協
カ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
世
界
の
中
の
日
本
の
役
割

～
災
害
復
興
と
国
際
貢
献
」
（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
５

月
3
0
日
、
広
島
市
中
区
の
中
国
新
聞
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

自
衛
隊
と
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
が
ハ
イ
チ
大
地
震

の
被
災
地
で
展
開
し
た
救
援
活
動
を
報
告
し
、
有
識
者
を

交
え
て
官
民
連
携
の
必
要
性
や
日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
探
っ
た
。
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
討
論
を
詳
報
す
る
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
中
国
新
聞
報
道
部
の
里
田
明
美
記
者

が
務
め
た
。
（
和
田
木
強
史
、
永
山
啓
一
、
教
蓮
孝
匡
）

海
外
で
展
開
す
る
救
援
活
動
で
の
官
民
連
携
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
す
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち

胴E碩国際協カシンポ｢世界の中の日本の役割｣
　
１
自
衛
隊
が
海
外
で
救

援
活
動
を
展
開
す
る
上
で

の
難
し
さ
は
ど
ん
な
点
で

し
ょ
う
か
。

　
中
村
言
葉
の
問
題
の

ほ
か
、
大
部
隊
の
た
め
に

派
遣
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
。
ま
た
、
国
際
緊
急
援

ｉ　
ノ

中村範明局長中国四国防衛局
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　　　　　　　　　　　　　　　　菅波　茂代表

助
隊
法
に
基
づ
く
派
遣
で

は
武
器
を
携
行
し
な
い
の

で
、
治
安
の
悪
い
状
況
で

隊
員
の
安
全
を
ど
う
確
保

し
て
活
動
す
る
の
か
が
大

き
な
課
題
だ
。

　
－
自
衛
隊
へ
の
要
望
は

あ
り
ま
す
か
。
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菅
波
緊
急
支
援
の
当

初
段
階
か
ら
重
機
を
現
地

に
持
っ
て
行
き
、
が
れ
き

を
取
り
除
い
た
り
、
ト
イ

レ
や
手
術
室
な
ど
を
造
っ

た
り
す
る
な
ど
、
大
が
か

り
な
も
の
を
自
衛
隊
に
や

っ
て
ほ
し
い
。
非
政
府
組

織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
で
は
で
き

な
い
。

　
－
ハ
イ
チ
で
の
具
体
的

な
活
動
内
容
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
中
村
国
際
協
力
機
構

　
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
医
師
か

ら
活
動
や
資
機
材
を
引
き

継
ぎ
、
そ
れ
を
日
本
赤
十

１
１
Ｉ
ｊ

字
社
に
引
き
継
い
だ
。
今

後
、
こ
う
い
う
民
間
と
の

協
力
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。

　
平
川
民
間
が
、
自
衛

隊
と
協
力
し
た
い
と
考
え

た
場
合
、
ど
こ
を
窓
口
に

し
て
申
し
込
め
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
課

題
も
あ
る
。

　
１
官
民
の
得
意
分
野
、

不
得
意
分
野
を
ど
う
と
ら

え
て
い
ま
す
か
。

　
中
村
自
衛
隊
に
は
組

織
力
、
訓
練
の
蓄
積
が
あ

り
、
派
遣
先
で
自
己
完
結

で
き
る
。
一
方
で
、
派
遣

に
は
政
府
の
意
思
決
定
と

相
手
国
か
ら
の
要
請
と
い

う
枠
組
み
が
あ
り
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
迅
速
な
活

動
は
不
得
意
だ
。

　
菅
波
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
相
手

国
の
要
請
が
な
く
て
も
出

て
行
け
る
。
そ
こ
で
政
府
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中村組織力や訓練生かす
　　菅波ネットワーク積み重ね
　　　　り阪神大震災が転換点

組
織
と
連
携
で
き
る
。
自

衛
隊
し
か
で
き
な
い
の

は
「
慰
霊
外
交
」
だ
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
行
っ

た
際
、
日
本
兵
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
兵
が
亡
く
な
っ
た

地
に
行
き
、
慰
霊
祭
を
し

て
ほ
し
い
。
信
頼
関
係
が

強
ま
り
、
「
歴
史
を
忘
れ

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と

が
相
手
へ
の
敬
意
に
な

る
。
　
－
海
外
で
活
動
す
る
原

動
力
は
河
で
し
ょ
う
か
。

　
菅
波
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
人
を

勣
け
る
の
が
好
き
な
人
が

や
っ
て
い
る
。
国
際
社
会

で
一
番
大
切
な
の
は
義
理

人
情
だ
。
匪
界
各
地
の
支

部
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ

れ
ば
必
ず
引
き
受
け
、
私

た
ち
が
電
話
を
か
け
た
ら

向
こ
う
も
必
ず
動
く
。
そ

の
積
み
重
ね
が
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
な
り
、
迅
速
な
支

援
に
つ
な
が
る
。

　
中
村
自
衛
官
は
、
命

令
が
あ
尨
ぱ
ど
こ
に
で
も

｜

｜

　　なかむら・のりあき1982

　年、防衛庁（現防衛省）入

１り。人事教育届厚生課長、

ｌ人事計画・補任課長などを

　経て2008年から現職。 51歳。

　山形県出身。

行
く
と
い
う
覚
悟
を
持
っ

て
い
る
。
国
連
平
和
維
持

活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
や
国
際

緊
急
援
助
隊
で
支
援
に
向

か
う
の
は
、
国
際
貢
献
と

い
う
よ
り
、
国
際
社
会
の

平
和
と
安
定
に
積
極
的
に

参
加
す
る
わ
れ
わ
れ
の
義

務
と
思
っ
て
い
る
。

　
平
川
海
外
援
助
の
任

務
を
希
望
し
、
自
衛
隊
に

入
る
人
も
い
る
と
聞
く
。

　
一
日
本
で
は
1
5
年
前
、

阪
神
大
震
災
が
あ
り
ま
し

た
。
救
援
活
動
で
の
教
訓

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
音
波
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、

延
べ
１
５
０
０
人
の
医
療

従
事
者
を
被
災
地
に
派
遣

　
ク
リ
ッ
ク
ー

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
。
菅
波
茂
代
表
が

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

と
し
て
１
９
８
４
年
に
設

立
。
災
害
が
起
き
た
り
、

紛
争
で
難
民
が
発
生
し
た

し
た
。
一
番
大
切
な
の
は
、

い
ち
早
く
現
地
に
入
り
、

　
「
あ
な
た
た
ち
は
見
放
さ

れ
て
い
な
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ
と

だ
。
絶
望
状
況
で
怖
い
の

は
「
自
分
は
見
放
さ
れ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

恐
怖
だ
。

　
二
つ
め
は
口
１
カ
ル
イ

ニ
シ
ア
チ
フ
。
１
５
０
０

人
も
の
人
が
よ
い
活
動
を

で
き
た
理
由
は
、
地
元
を

知
り
尽
く
し
た
保
健
師
が

い
た
こ
と
だ
。

　
平
川
普
段
は
、
自
衛

隊
と
市
民
生
活
は
関
係
な

い
と
思
う
人
が
ほ
と
ん

ど
。
災
害
緊
急
援
助
は
、

そ
の
地
域
の
市
民
は
来
て

く
れ
て
あ
り
が
た
い
と
思

う
し
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
る
こ
と
で
国
民
の
認
識

が
変
わ
る
。
そ
の
転
換
点

が
、
阪
神
大
震
災
だ
っ
た
。

　
－
今
後
の
救
援
活
動
に

つ
い
て
展
望
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
中
村
自
衛
隊
に
Ｎ
ａ

Ｏ
や
海
外
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
期
待
は
、
わ
れ
わ
れ
が

考
え
て
い
る
以
上
に
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
実
感

し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
だ

け
の
態
勢
整
備
に
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
（
又
中
敬
称
略
）

り
す
る
と
、
緊
急
救
援
活

勣
を
展
開
す
る
。
世
界
ｙ

力
Ξ
に
あ
る
支
部
Ｃ
医
療

予
ム
・
ご
旦
ｔ
瓦
の
芭

字
一
…
…
…
Ｗ
ｊ
４
ｍ
羅
Ξ
｀
『
‐
‐

一
こ
を
髪
吸
し
、
現
弓
公
一

９

１
１
１
１
４
ｔ
ｌ
Ｍ
４
Ｍ
‐
ｊ

‐
め
る
。
太
可
‐
ｚ
ｑ
。
こ
Ｉ
．
こ

Ｍ
こ
置
’
ヽ
。
、
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甘
巫
珊
珊
進
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凌
屑
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１宮崎県出身。

2
2
日
間
で
計
2
9
5
4
人
治
療

　
ハ
イ
チ
大
地
実
は
現
地
時
間

で
１
月
1
2
日
に
発
生
し
、
死
者

2
5
万
～
3
0
万
人
、
負
傷
者
約
３

０
０
万
人
の
被
害
が
出
た
。
自

衛
隊
の
国
際
緊
急
医
療
援
助
隊

は
、
私
を
隊
長
に
陸
上
自
衛
隊

第
1
3
旅
団
（
広
島
県
海
田
町
）

の
隊
員
や
医
官
を
中
心
と
す
る

約
１
０
０
人
で
齢
成
し
た
・
１

月
2
3
日
、
首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ

ン
ス
の
西
約
4
0
～
の
レ
オ
ガ
ン

市
に
入
っ
た
。

　
レ
オ
ガ
ン
市
は
、
死
者
３
千

人
、
負
傷
者
１
万
人
に
上
っ
た
。

既
に
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
活
動
を
始
め
て
い
た
。

援
助
隊
は
、
日
本
赤
十
字
社
に

引
き
継
ぐ
ま
で
の
2
2
日
間
、
医

療
活
動
を
し
た
。

　
活
動
拠
点
は
大
学
の
看
護

学
部
内
。
被
害
の
少
な
か
っ
た

宿
舎
や
食
堂
を
使
っ
た
。
警
備

は
ス
リ
ラ
ン
カ
軍
が
担
当
し

た
。
公
用
語
の
ク
レ
オ
ー
ル

語
し
か
話
せ
な
い
患
者
が
ほ

と
ん
ど
で
、
英
語
を
話
せ
る
人

の
現
地
雇
用
や
、
看
護
学
生
の

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
し

た
。

1
0
日
以
上
た
っ
て
も
骨
折
の
患

者
が
初
診
に
来
る
状
況
だ
っ

た
。
１
日
平
均
約
１
４
０
人
、

2
2
日
間
で
計
２
９
５
４
人
を
治

療
し
た
。
後
半
は
、
内
科
系
の

患
者
が
増
加
し
た
。
持
病
の
あ

る
人
が
以
前
か
ら
適
切
な
医
療

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
か
ら

だ
。
　
隊
員
の
生
活
環
境
に
つ
い

て
は
、
水
の
使
用
時
間
に
制

限
は
あ
っ
た
が
、
比
較
的
恵
ま

れ
て
い
た
。
隊
員
の
作
る
カ
レ

ー
や
ポ
ト
フ
が
活
力
に
な
っ

た
。
　
レ
オ
ガ
ン
市
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

か
ら
自
衛
隊
、
日
本
赤
十
字
社

へ
と
、
「
日
本
チ
ー
ム
」
と
し
て

切
れ
目
な
く
活
動
で
き
た
。
他

国
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
や

軍
の
医
療
部
隊
と
連
携
で
き
た

こ
と
も
有
意
義
だ
っ
た
。
一
日

も
早
い
復
興
を
祈
念
し
て
い

医
療
活
動
で
は
、
震
災
か
ら
る
。

ＡＭＤＡ菅波　茂代表

科
岡
国
日
員
辺

r
7
9
v
J
g
J
　
.
l
a
/
z

会
心
瓦
・

鸚

回
礼
斟
雷

る
力

梗
痴
聞

　
　
　
．
ｊ
｀
が

し
ア
事
名
保
゜

・
人
煙
校
際
歳

俳ご
皿

市
民
外
交
展
開
し
た
い

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
市
民
参
加
型

人
道
支
援
外
交
」
を
掲
げ
て
活

動
し
て
い
る
。
中
核
と
な
る
考

え
が
相
互
扶
助
。
「
困
っ
た
時

は
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
日
本

の
常
識
は
、
国
境
を
越
え
る
。

ハ
イ
チ
大
地
震
の
支
援
活
動
で

も
実
感
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
に
拠
点
を
置
き
、
約
２
カ

月
間
活
動
し
た
。
７
力
国
の
支

部
か
ら
医
師
や
看
護
師
た
ち

延
べ
3
5
入
が
参
加
し
た
。
足

を
切
断
す
る
手
術
を
し
た
負

傷
者
は
約
４
千
人
に
上
っ

た
。
被
災
で
医
療
機
能
が
崩

壊
し
て
手
当
て
が
遅
れ
、
傷
口

が
化
膿
す
る
な
ど
し
た
た

め
だ
。

　
ハ
イ
チ
は
、
隣
国
ド
ミ
ニ
カ

学
国
原

・脹貢献大

　太医師金|

　会委員。！

　町出身。

共
和
国
と
歴
史
的
対
立
を
抱
え

て
い
る
。
だ
が
、
今
回
の
災
害

で
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
人
た

ち
が
初
め
て
「
ハ
イ
チ
を
助
け

な
け
れ
ば
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
。
そ
う
い
う
場
に
、
日

本
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
や

自
衛
隊
が
立
ち
会
う
こ
と
で
、

世
界
で
の
日
本
の
評
価
は
高
ま

る
。

　
市
民
参
加
型
。
ご
。
ぶ
、
緊
急
一
又

援
後
の
復
興
時
に
■
一
回
。
・
兪
凄

に
入
っ
て
い
く
形
だ
パ
ン
チ

で
は
ま
ず
義
肢
ブ
ロ
ジ
’
｛
ク
ト

を
進
め
る
。
日
本
で
義
肢
装
具

を
集
め
、
脚
を
失
っ
た
被
災
酒

に
提
供
す
る
。

　
も
う
一
つ
は
ス
ポ
ー
ツ
。
ｒ
一

島
と
岡
山
、
ハ
イ
チ
の
子
ど
も

と
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
行
き
、

野
球
を
し
た
い
。
両
国
だ
け
で

は
で
き
な
い
こ
と
が
、
日
本
が

入
れ
ば
可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
に

は
意
思
が
必
要
。
岡
山
県
は
「
国

際
貢
献
活
動
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
を
定
め
て
い
る
。
県

民
の
意
思
と
し
て
国
際
貢
献

が
あ
る
。
こ
れ
を
背
景
に
市
民

外
交
を
展
開
で
き
る
。
今
回
の

活
動
を
通
し
て
確
信
し
た
市

民
参
加
型
人
道
支
援
外
交
の

コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
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